
礼

金華山沖地震活動の泊、長IC闘する調査

金華山沖地震活動の消長に閥ナる調査

小檎 6山 甲

、〈昭和 19年 r月 31、日受領)

* 一

1. 緒、言金華山沖に震源を有する所謂金華山沖の地震は仙台附近の人々にとって相官深い

関心を持たれてゐる。それ程に関心を持たれる様になったのは明に相嘗の有感地奮が過去に於いて

起ったからに遠ない。賓際に依れば過去 1500年の聞く西暦 416，1640年〉 に記録に残ってる大

規模な地震だけでも 7回を数へる。そして昭和 5年より同日年に至る 10ヶ年の問に於ける稿ー

顕著地震以上のものが 24固有るO

然るに最近仙台附近の人々から金華山沖の有感地震が減少しつ Lあるのではないかといふことが

屡々きかれる。果してさうであるかどうかは統計的な調査に依って確める他ない0・と Lに此調査を

始めた所以である。

e 金華山沖は丁度本邦の東を甫北に走る地震多護帯の中間に位じ，本邦地震活動の治長を調べる上

には植要は地位を占めてゐる。にも拘ら守、文献を調べて見ても特に比所の地震を封象とし，其の舌

動の治長に就七調査したものは無い様であるO とれは封象が室長り局地的であり過ぎるためかと思は

れるが，局地的にぢせよ地方の人々が異常な関心を持ってゐると Lの地震をー態調査して置くとい

ふととは無意味ではあるまい。

2. 統計の材料と方法材料は仙台地方の策象台め昭和 10年より同 17年迄 8ヶ年の観測に

依Qo

次 (tC方法に就いて述べる。地震の統計的研究の多くは或地方に於ける地震護生の週期を見出すζ

と，或は他の現象との関係を見出すとと等の様である。そじて群生地震の活動扶態を知らうとする

.場合には 2の見方があるやう，であるO ーは地震の設現回数に依って活動の消長を云々、する場合，一'

は地震の強さによる場合である。前者は従来普通に行はれて来た方法であって，之には統計上種々

な扶黙があり，員の地震、活動欣態を見る場合には不適嘗であるが，大躍の傾向を知らうとするには
、、、、

充分と思はれる。後者の方法は例へば或る期間内に後生した各地震の強さの総和を以て其の期間内

の地震勢力と見倣して統計する場合であるO 然し此の場合に於いても其広しが直に其め期間内の賓勢

力とは言得ない。何故ならば或る強さを以て議した地震の波動も震源位置の遠近及び深浅によって

相嘗の減衰を受け震源位置に於ける地震の勢力は観測所の値から換算せねばならないからである。

‘そして換算する場合にも種々の困難が生じて来て之から地震活動の消長を云々する事は無理となっ

* f~!霊地方気象蓋。
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て来る。何れにしても巌密な結果は笠めないものであるが，大抵は止むを得予其の何れかを採用す

るO 著者の方法は前者に属するものであるO
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第 l表は前記期間内に於ける地震回数をと P--sが各々が__5S，δS__10号…55S--60s の 12に分

けたもりであるO 地震観測報告に於いて P--sの値が出てゐないものはとの統計に入れてない。

之等の中には記象が微弱なため文は P或は S相が不明瞭で P'""'-'Sを讃み取り得なかった場合が

入。ている。後者の場合は巌密に言へば統計から除いてはならないのであるが，調査が複雑となる

から用ひなかうた。之を年毎に国示したのが第 1園である。国の一番下は昭和 18停を除ぐ 7ヶ年平

均の回数曲線であるO 昭和 18年は繭島鯨東方沖の頻護地震があったため之を除いた。此の平均し

た曲線を以て俄に仙台の平年の回数曲線とする。第 1園の縦線の部分は各年の平年偏差を表はすO

3. 統計の結果 '最初に第 1園の平均の曲線からー説明するb著者と丁度同じ場合に謝する詳

Lい考察は和達博士(1)によクて行はれてゐるが，今地震後現回数の密度が到る所一定であり，且つ

距離によって地震のヱネルギーの減少が無いと俄定すれば，、或る観測所に於いて観測される地震の

震央距離(従って大韓 P--S)に封する頻度分布は震央距離に比例する。従って観測所附近で最少

とノなり観測所を距るに従って増大する筈であるO 然し賓際には第 1園の下段に示す様な形になるの

/・ は前に候定した如く地震設現回数は到る所一定ではなく，地震の規模には大小があり，波動の停播

に従ひ振幅の減衰があるからであるO そして観測所附近に於いて小さく出て居ると言ふ事は上記の

様な理由の他仙台の附近には事賓地震が殆ど起らないと言ふ事ι 起ってても地下相首の深さの所で

ある事を示すものと思はれるO 一番多〈起ってるのは P'""'-'Sふ10S-..15Sの問で，後は害!J合ゆるや

かに減少して行〈。今般に地震の震源の深さを一様に 30粁と俵定すれば，P;""Sの 10S"，155 は

(1) 和蓮清夫，地震園、載の分布に就て。気象集誌， -n ，第 10巻〈昭7)559-568. 

くわ 鷺坂祷信，竹花峰夫，近地地震に於ける S波の走時表及び初期徴動時表。験震時報，第 8巻， 149-161.
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金華山沖地震活動の消長に闘する調査・

鷺坂，竹花爾氏(2)の表により震央距離 90""140粁に営り，大韓に於いて金華山沖の地震が全部比の

間に含まれる様であるから，とれを以て金華山沖の地震と見て論議を進めて行<0 そして此の範園

の内陸部は地震の護現が殆んど ~ 策 1 /' 固

ないと見倣じた。曲線の此の様

な傾向は和達氏(1)や飯田氏(むに

よる東京の地震観測回数'の分布

とよ〈似てゐるO ただ和達氏の

調査では極大が 60粁位に起っ

て居り飯田氏の調査では p""s

が 9--105 の所に極大のあるの

が異忌7さけである。
F

和達氏はと

の極大の出現を地震の深さと関 -4Ji- 伽卜

係づけて考察し，叉飯田氏は筑 4;「/て5l¥l 1.1 'l :tf 

f;;;fir-zfJf四脚町千?[
考へられたが，著者は本文の場

合の極大を金華山沖地震のためー

と芳へたい。

第 1圏全躍を見ると昭和 11

年主 12年， 1生年と 15年，

16年と 17年とは夫々同じ様な

型を示す。 P--s，105
;..，.，155， ~p 

ち金華山沖地震の設現回数を他

のものと比較じでみると， 11， 

12， 1<1" 15年の 4 ヶ年は夫々

極大を示し， 10， 13， 16， 17年

は他よりも少〈なつだゐる。 12
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年迄は一般陪地震設現回数が少し 18年の頻護地震以後偏差が正の{直を示し後現回数が増加してゐ

るo18年の設現回数の極大は 155_20'の所にあわ明かに繭島!榛東方沖の地震群が之に入るので

(1) 和章清夫， (1)同調じ。

(2) 飯田汲事，徴動計による地震観測。地震肝究所義報，第四巻(昭 15)575--674. 
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あるが，此の年は 105，....，155， 205-"，，255の方も念激に増加して居る。乙れよ 0頻護地震が相嘗の績が

りをもつで殻現するととが伺はれる。

然し金華山沖地震の此の 8ヶ年の治長は第 1園に見る如〈昭和 17年が極大を示し，漸衣減少

し昭和 17年に入り叉増加してゐるO 此所では統計年教が短いので地震の週期には燭れない。

今此所に金華山沖地震後現回数即ち p，.....，s10s ___ 
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第 4 園
15伊s と 15伊5_"-20sとを比絞して見ると第 2園に示す

虫如日〈なり週期云々とも言ひωカか￥唱ねF。之は 1日O吋 5

，との差を以て表はした曲線である。之によつて現在

の扶態を見るに 16，'17年は他より少〈ほなつてゐ

る怒 1汀7年ぽほほ、平年並で少〈も自立つ?尤亡減少して

，ゐるとは言へない。舟

斯様に考へて来ると頻霊堂地震設現の後は其の影響

で回数分布はァ愛するO そしてそめ朕態が何年か緩

〈と叉何所かに頻護地震が起る事.となる様であるO

そじて其の頻護地震は最近では昭和 3年三陸沖に現.

はれ;ョたいで 13年幅島懸東方沖に，そして昭和 13

年 3月に鹿島灘に設現して居り，とのところ丁度〆 5

年目毎に現はれ段々南下して来てる様に思はれる。 J

然し太平洋ら演後地震帯は大韓伊豆牛島沖位までピ

伊豆牛島の地震替は北海道東方沖より南下して銚子沖に達する本邦東方洋底の地震帯とは其の後震

機構が違ってゐる様に思はれる。即ち前記地震帯は虞範圏な蓮りがあるが伊豆牛島附近の地震帯は

其の附近だけの局部的な地震帯であらうと思、はれる。そして銚子沖位までの地震帯では其の中だけ

2 
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。

で大韓5ヶ年位の間隔をもって頻護地震が移動して行くゃうである'0

4. 結一論以上の結果結論として、

(1)金華山沖地震は現在大きな地震は後現してはゐないが平年並の活動をなしてゐる様である。

(2}仙台に於て近年観測.される地震の内では平均して金華山沖に起るものが一番多し稲島勝東

方沖のものが之に失ぐ。

'(3)本邦東方海底の頻護地震は最近大韓5ヶ年位の間隔を込って北から南へ移動レでゐる様であ

る。

終りに此の調査に，嘗って種々御指導を賜はった森田仙台地方気象台長に封して厚〈御j躍を述べる

次第である。
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